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???? ???・????? ???? ????
テーマの範囲の広さ ○
交渉当事国の範囲の限定 ○ ○
合意の拘束力・執行力の限定 ○
協力的な環境 ○
おわりに
　本稿において、模倣品対策にかかわる交渉を題材にとり、対立する立場の間で合意内容がどちら
の方向に近いものとなるかという合意内容の方向性にかかわる点と、そもそも合意が達成できるか
どうかという合意の成否にかかわる点という二つの観点から、類似するテーマについて異なる
フォーラムで行われる交渉が異なる展開を遂げるメカニズムの分析を行った。その結果、ルール作
りを前進させる三つの異なるアプローチがあることを示した。一つは、広範囲のメンバーの間で拘
束力・執行力の面で強力な合意を実現する????・???型のアプローチで、この場合には、消極
派の同意を取り付けるための別の材料をパッケージに加えることが重要な要素である。別のアプ
ローチとして????型のアプローチがあり、消極派の賛同には期待せずに、志を同じくする有志
の間だけでの合意として推進する対応がある。そして、参加メンバーの顔触れについてこれらの二
つのアプローチの中間的なものとして、????型のアプローチがあり、拘束力・執行力の面では弱
いながら、強い消極派がいないこと及び全体としての協力的な環境を活かして、実質的な前進を達
成するというアプローチがある。このように、交渉フォーラムの特徴が交渉の展開に及ぼす影響に
関して筆者が考えている理論的枠組みが有益な分析枠組みであることが確認できた。
　グローバリゼーションの進展とともに、国際的な対応を必要とする政策課題が増えてきている
が、国際システムが多極化する中で多国間交渉をまとめること自体が困難となっている。そのよう
な状況下において、本稿における分析が国際的なシステムのガバナンスの改善に貢献することを願
うものである。また、模倣品対策にかかわる異なる多国間交渉の展開の背景にある要因の明確化を
行うことにより、模倣品対策に関連する種々の場における今後の取り組みに当たって参考となると
考える。
